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令和6年度時点

1
第七次総合計画
の策定について

40年前にコミュニティが出来て、将来的にコミュニティで一つにまとまっ
ていくものと思っていたが、なかなかまとまらず、最近では例えば、自治
会公会堂に対する改築補助などを行うなど、自治会をコミュニティへまと
めていく動きになっていない。方向性が変わったのか。
高齢化が進み自治会の人数も少なくなる中で、町から自治会へ依頼され
る役員負担が大きく、自治会がコミュニティにまとまり、役員を分担でき
れば、負担が減るのではないか。

町長

かつて、自治会からコミュニティへという動きがあったと承知していますが、自治会ごと
に地域性があり、また自治会同士の意向もあり、（自治会を廃して）コミュニティ一つに
まとめることは現状難しいと考えています。
一方で、若い人が少なくなり、自治会の人数も減る中で自治会負担が大きいという現状
もあり、課題と思っています。今も、自治会単体で実施が難しいことをコミュニティで行
うなどしていただいていますが、自治会の役割を補完するコミュニティも大切だと考え
ています。
なお、強制はなかなか難しいですが、転入者等に対して自治会へ加入いただくよう、引
き続き勧奨を行っていきたいと思います。

総務課

令和7年7月時点の対応状況


